
たつよ 
 

2022年 10月 2日 発行         た つ よ 新 聞               第 7号（1） 

ひとりひとりが輝くまちに 第 7号 

 

2年生議員の高野辰代

です。第 7号は秋の紅

葉の色でお届け。右の

QRコードは“たつよ新聞公

式ライン”です。バックナン

バーはこちらで。 

－ 7 号は、こんな内容です。－ 

1 ページ：9 月議会 たつよの一般質問（1） 

2 ページ：9 月議会 たつよの一般質問（2・3）他 

3 ページ：たつよ地域活動紹介（婚活サポーター） 

令和 3 年度決算について 

たつよ物語「4.男女共同参画の仕事①」 

4 ページ：市政を身近に（市情報・議会トピックス） 

9 月議会をご報告 
9 月議会の正式名は「第 3 回定例会」 

です。今年で 3 回目の議会なので第 3 回 

定例会となります。9 月議会は、通常の 

補正予算や条例改正などの議案審議に加え、 

前年度の事務事業評価（各委員会が選んだ 

事業について執行部から各委員会毎に説明をもらい、議員から問題点を指摘し今後の提言をするこ

とで、来年度予算編成の参考にしてもらう）、決算特別委員会（前年度執行された事業について議

員が何でも質問できる）が開催されました。 

（9 月議会の詳細は 11 月 1 日発行の議会だより「声の架け橋」を御覧下さい。） 

★今回の私の一般質問は 3 つ 

一般質問は、議員が政策提案できるチャンスでもあり、市民の困り事を解決する手段でもありま

す。皆さんの声をお聞きしながら自分の政策を実現すべく、3 つのテーマを質問しました。 

テーマ 1. オール豊後大野で取り組む認知症施策について 
「認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた 

地域で安心して暮らせるまち」をめざす姿としているが、本市の認知 

症の現状と課題について伺う。 

① 認知症の現状について 

② 相談窓口の状況について 

③ 認知症サポーターの現状と養成講座について 

④ 昨年度から実施している「脳の健康度チェック」の進捗状況 

答弁要約 ①介護認定申請で令和 2 年 3 月末は、2,122 人（4 年 3 月末推計で 2,150 人） 

② 平成 18 年から豊後大野市地域包括支援センターを設置。本庁舎内に認知症地域支援員、各支所

に社会福祉士などを配置し身近な相談窓口となっている。（令和 3 年度 10,267 件の相談のう

ち認知症相談は、546 件） 

③ 令和 3 年度までに 7,695 人が受講。受講率は県内で 3 番目。 

④ 令和 3 年度は 3 か所で実施 38 人に検査、うち軽度認知症 

（MCI）18 人。認知症予防事業に繋ぐのが課題。 

質問の主旨：国は、2025 年には６５歳以上の 5 人に 1 人が 

認知症という推計を出している。認知症になっても安心して 

暮らせる豊後大野市に市民全体で取り組むことが必要と考える。 
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再質問で、現在希望する学校のみで実

施しているサポーター養成講座について

全小学校での実施の検討を約束！！ 
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